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年
度
末
を
迎
え
、
自
校
の
課
題
を
整
理
し
、

次
年
度
に
向
け
て
改
善
策
を
講
ず
る
時
季
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
学
校
運
営
に
鋭
意
邁
進
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
題
名
の
『
汝
何
の
為
に
其
処
に
在

り
也
』
は
、
私
に
と
っ
て
今
年
度
一
番
心
に

残
っ
た
言
葉
で
す
。
全
連
小
秋
田
大
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
秋
田
県
出
身
の
橋
本
五
郎

氏
（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）
は
、
当
時

通
っ
て
い
た
秋
田
高
校
の
鈴
木
健
次
郎
校
長

が
全
校
集
会
等
で
た
び
た
び
生
徒
に
向
か
っ

て
投
げ
掛
け
た
言
葉
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が
大
変
印
象
に
残
り
、
大
会
か
ら

戻
っ
て
す
ぐ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て

み
る
と
、「
秋
田
高
校
で
は
、
今
で
も
こ
の

言
葉
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ

う
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
」
や
「
様
々

な
場
面
で
同
校
の
卒
業
生
ら
が
人
材
育
成
の

講
話
で
、
こ
の
言
葉
を
引
用
し
て
語
っ
て
い

汝
何
の
為
に
其
処
に
在
り
也

る
こ
と
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
汝
何
の
為
に
其
処
に
在
り
也
』
は
、
現

代
文
に
言
い
換
え
る
と
、「
あ
な
た
は
何
の

た
め
に
そ
こ
に
い
る
の
で
す
か
」
と
な
り
ま

す
。
改
め
て
こ
の
よ
う
に
問
い
掛
け
ら
れ
る

と
、
自
分
自
身
ド
キ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

と
り
わ
け
自
分
の
職
務
に
照
ら
し
て
考
え
て

み
る
と
、「
あ
な
た
は
、
何
の
た
め
に
こ
の

学
校
の
校
長
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
校
長
と
し
て
の
存
在

意
義
を
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

人
事
異
動
で
赴
任
し
た
か
ら
…
…
で
は
返
答

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
皆
様
は
、
こ
の
問
い
に
即
答
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。
来
年
度
へ
の
準
備
を
進
め

る
こ
の
時
季
こ
そ
、
自
分
自
身
の
存
在
意
義

を
問
い
直
す
機
会
と
な
り
ま
す
。「
私
は
、

こ
の
学
校
の
校
長
と
し
て
…
…
」
と
、
胸
を

張
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
校
長
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。�（
上
越　
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関
ブ
ロ
千
葉
大
会
　
提
案
発
表

　
　
　
　
　
～
国
際
理
解
教
育
～

　

積
極
的
に
他
者
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
推
進
し
な

が
ら
、
今
後
さ
ら
に
進
む
で
あ
ろ
う
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
向
け
て
の
教
育
の
在
り
方
、
英
語

教
育
と
教
育
課
程
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
、

校
長
の
立
場
か
ら
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
が

本
分
科
会
の
ね
ら
い
で
す
。

　

発
表
者
の
燕
市
立
吉
田
北
小
学
校
長
か
ら

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
に
つ
い

て
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

視
点
は
二
つ
。
一
点
目
は
「
英
語
学
習
を

中
核
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」、
二
点
目
は
「
異
文
化
理
解
を
中
核
と

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に

つ
い
て
で
す
。

　

燕
市
で
は
、「
世
界
共
通
語
で
あ
る
英
語

を
話
し
、国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
」

を
目
指
し
て
、
①
「J

ack &
 B
etty

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
英
語
強
化
推
進
事
業
～
英
語
を

話
し
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
～
②

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ダ
ン
デ
ィ
村
と
の
姉
妹
都

市
交
流
事
業
～
異
な
る
文
化
を
も
つ
人
々
を

受
容
す
る
態
度
の
育
成
～
の
二
つ
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
燕
市
の
人
材

育
成
事
業
や
吉
田
北
小
学
校
の
実
践
に
基
づ

大会の概要

い
た
も
の
で
す
。
国
際
理
解
教
育
を
教
科
等

横
断
的
な
視
点
で
組
み
立
て
て
実
践
す
る
こ

と
で
、
教
職
員
の
国
際
理
解
教
育
へ
の
意
識

が
高
ま
り
、
効
果
的
な
方
法
を
考
え
て
授
業

づ
く
り
の
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
映
像
を
使
っ
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
生
き
生
き
と
英
語
授
業
に
臨
む

ベ
テ
ラ
ン
教
諭
の
姿
に
驚
き
の
声
も
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
校
長
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
国
際
理
解
教
育
に
対

す
る
教
職
員
の
意
識
と
授
業
力
を
さ
ら
に
高

め
、
主
体
的
に
学
ぶ
校
内
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
く
重
要
性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
各
校
の
地
域
性
や

実
態
が
如
実
に
表
れ
ま
し
た
。
全
校
で
五
十

人
以
上
の
外
国
人
子
女
が
い
た
り
（
群
馬
）、

三
十
人
に
一
人
の
割
合
で
外
国
人
子
女
が
在

籍
し
て
い
た
り
（
千
葉
）
す
る
学
校
で
は
、

国
際
理
解
教
育
の
場
は
、
英
語
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
日
々
日
常
そ
の
も
の
だ
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
い
ず
れ
日
本
全

国
に
進
行
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
燕
市

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
国
際
理

解
教
育
の
本
質
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど

う
埋
め
て
い
く
か
。
こ
れ
も
必
要
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。�（
燕
・
西
蒲　

分
水
北
小
学
校
）
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対
　
策
　
部

対
策
部
長有

　
本
　
秀
　
雄

　

学
校
経
営
や
各
校
長
会
の
運
営
に
寄
与
す

る
こ
と
を
活
動
の
重
点
に
、
各
校
長
会
や
市

町
村
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
組
織

的
な
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
来
年
度
、
新
学

習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
る
。
教
育
改

革
及
び
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
は
、
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
本
年
度
は
こ

れ
ま
で
の
調
査
に
加
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
へ
の
取
組
と
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
へ
の
取
組

を
当
面
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
調
査
研

究
を
行
っ
た
。

一
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
取
組

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
実
施
に
向
け
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
置
状
況
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
調
査
で
、「
既

に
設
置
済
み
（
予
定
を
含
む
）」
と
七
割
超

の
市
町
村
が
回
答
し
た
。
一
方
、
予
算
措
置

の
予
定
は
な
い
と
の
回
答
も
、
調
査
時
点
で

あ
っ
た
。
八
割
を
超
え
る
校
長
が
、
自
校
の

整
備
状
況
は
不
十
分
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
不

可
欠
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
国
の
動
き
等
を
注

視
し
、
市
町
村
と
情
報
及
び
目
指
す
方
向
を

共
有
し
、
環
境
整
備
や
そ
の
更
な
る
充
実
に

向
け
た
取
組
を
一
層
強
化
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

二
　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
実
現
に

　
向
け
た
環
境
整
備
へ
の
取
組

　

市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
調
査
で
最
も
多

く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
回
答
が
あ
っ
た
の

は
、「
学
校
閉
庁
日
の
設
定
」
で
あ
る
。
ま
た
、

「
保
護
者
や
地
域
住
民
へ
の
周
知
」
を
八
割

の
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
を
、
教
育
委
員
会
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
進
め
て
い
こ
う
と
す

る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　
「
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
や
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
、
学
校
を

支
援
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
取
り
組
む
意
向

の
あ
る
市
町
村
は
、
八
割
を
超
え
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
、
学
校
と
と

も
に
検
討
す
る
組
織
を
設
置
し
て
い
る
市
町

村
は
、
半
数
に
満
た
な
い
。

　

学
校
の
実
態
や
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
実

効
性
あ
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

学
校
関
係
者
を
含
め
た
検
討
組
織
の
設
置
を

働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
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福
　
利
　
部

福
利
部
長関

　
谷
　
祐
　
二

　

厳
し
さ
を
増
し
、
先
行
き
不
透
明
な
校
長

の
給
与
・
処
遇
、
退
職
後
の
再
就
職
等
を
巡

る
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
三
委
員
会
を
設

置
し
、
関
係
機
関
・
団
体
へ
の
要
望
に
資
す

る
た
め
の
調
査
や
教
職
員
の
福
利
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
の
活
動
を
実
施
し
た
。

一�

　
校
長
給
与
の
実
態
把
握
及
び
給
与
水
準

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
要
望
集
約

　

全
年
齢
の
三
十
六
％
（
前
回
四
十
四
％
）、

経
験
年
数
六
年
以
上
の
九
十
八
％
が
三
十
七

号
給
で
あ
る
。
退
職
者
が
最
高
号
給
に
達
し

な
い
割
合
と
最
高
号
給
に
達
す
る
ま
で
の
校

長
経
験
年
数
が
、
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。

　

給
与
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
具

体
的
な
要
望
は
、 「
職
責
に
見
合
っ
た
給
与
・

管
理
職
手
当
の
増
額
」、 「
小
・
中
学
校
教
員

と
特
別
支
援
学
校
・
高
等
学
校
教
員
の
給
与

体
系
の
一
本
化
」、「
安
心
し
て
職
務
に
専
念

で
き
る
退
職
金
の
支
給
」
に
集
約
さ
れ
る
。

二
　
校
長
退
職
後
の
再
就
職
状
況
調
査

　

三
十
年
度
末
の
再
就
職
率
は
、
七
十
八
％

で
前
年
度
末
と
同
程
度
だ
が
、
自
ら
希
望
し

て
の
再
就
職
者
は
七
十
一
％
で
、
前
年
度
比

二
十
五
％
も
増
加
し
た
。
常
勤
が
三
十
五
％
、

週
五
日
勤
務
の
非
常
勤
が
五
十
一
％
と
な
り
、

と
も
に
過
去
五
年
間
で
最
高
と
な
っ
た
。
ま

た
、
退
職
二
年
目
の
再
就
職
率
も
年
々
増
加

し
、
七
十
七
％
で
あ
っ
た
。
再
就
職
へ
の
考

え
方
は
、
二
十
六
年
度
末
以
降
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
生
活
資
金
確
保
が
五
十
％
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
再
就
職
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、 

二
十
六
年
度
末
以
降
、
積
極
的
な
支
援

を
望
む
割
合
が
個
人
の
問
題
と
す
る
割
合
を

上
回
っ
て
い
る
。

三�

　
年
金
制
度
、
再
任
用
や
定
年
延
長
に
つ

い
て
の
意
識
調
査

　

年
金
制
度
へ
の
要
望
は
、「
年
金
・
共
済

制
度
の
堅
持
と
実
質
的
に
退
職
後
の
生
活
が

保
障
さ
れ
る
率
や
額
の
獲
得
」
が
多
数
を
占

め
た
。
定
年
延
長
と
再
任
用
に
つ
い
て
は
、

「
校
長
職
と
し
て
の
定
年
延
長
」
と
「
意
思

を
尊
重
し
た
校
長
職
で
の
再
任
用
」
を
望
む

割
合
が
合
わ
せ
て
七
十
％
で
、
高
い
割
合
を

占
め
た
。

四
　
福
利
・
厚
生
に
か
か
わ
る
要
望
活
動

　

県
中
学
校
長
会
と
連
携
し
、
県
内
福
利
関

係
六
団
体
へ
の
要
望
を
集
約
し
、
懇
談
会
を

実
施
し
た
。
相
互
扶
助
、
共
助
の
体
制
充
実

の
た
め
、
引
き
続
き
、
福
利
・
厚
生
制
度
の

理
解
と
関
心
を
深
め
、
活
用
促
進
を
図
る
取

組
が
望
ま
れ
る
。

　

な
お
、
調
査
研
究
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
調
査
研
究
活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。�

（
長
岡
・
三
島　

表
町
小
学
校
）
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研
　
修
　
部

研
修
部
長吉

　
田
　
光
　
夫

広
　
報
　
部

広
報
部
長鈴

　
木
　
正
　
美

　

｢

会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
・
充

実
に
資
す
る
よ
う
、
県
小
学
校
長
会
及
び
各

郡
市
・
政
令
指
定
都
市
小
学
校
長
会
の
活
動

や
当
面
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
活
動
記
録
と
し
て
保
管
し
、

そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
」
を
活
動
の
重
点
と

し
て
取
組
を
進
め
た
。

一
　｢

初
等
教
育｣

の
発
行

　

県
小
学
校
長
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
記
録

性
と
資
料
性
を
重
視
し
、
本
会
の
活
動
の
記

録
や
提
言
、
随
想
等
を
中
心
に
掲
載
し
た
。

身
近
に
親
し
ま
れ
る
機
関
誌
を
目
指
し
、
年

一
回
の
発
行
と
し
て
い
る
。

　

百
二
十
八
号
で
は
、
吉
田
会
長
の
巻
頭
言
、

県
・
市
両
教
育
長
様
か
ら
の
特
別
寄
稿
、
県

小
代
議
員
会
新
潟
市
大
会
や
地
区
別
研
究
集

会
の
記
録
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、「
シ
リ
ー

ズ
教
育
」
で
は
、
新
潟
大
学
教
育
実
践
学
研

究
科(

教
職
大
学
院)

の
宮
薗
教
授
か
ら
寄
稿

い
た
だ
い
た
。
こ
の
他
、
提
言
や
研
究
実
践
、

随
想
、
新
任
校
長
の
抱
負
等
を
紹
介
し
た
。

二
　｢
校
長
会
報｣

の
発
行

　

三
百
四
十
八
号
～
三
百
五
十
一
号
の
四
号

を
発
行
し
た
。
こ
の
中
で
、
正
副
会
長
と
福

利
部
長
か
ら
巻
頭
言
を
、
長
岡
市
教
育
委
員

会
教
育
長
様
か
ら
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
関
ブ
ロ
と
全
連
小
の
大
会
記
録
を
掲

　

新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
し
、
地

域
の
信
頼
を
得
る
創
造
的
な
学
校
経
営
を
展

開
す
る
た
め
に
、
以
下
の
活
動
を
行
っ
た
。

一
　
新
潟
県
小
学
校
長
会
研
究
集
会

　

主
題
「
未
来
を
生
き
抜
く
知
を
磨
き 

絆

を
強
め 

学
び
続
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
学

校
経
営
」
副
題
「
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対

応
を
中
心
に
」
を
掲
げ
、
地
区
別
研
究
集
会

を
実
施
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
及
び
今
日

的
な
学
校
課
題
か
ら
三
分
科
会
を
設
定
し
、

全
員
が
校
長
主
語
の
レ
ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
っ

た
。分

科
会
　
　

実
践
の
視
点

学
校
経
営
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施

の
基
盤
と
な
る
働
き
方
改
革
の
推

進

教
育
課
程
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実

現
を
め
ざ
す
学
校
経
営

授
業
改
善
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
に
お
け
る
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

○
上
越
地
区　

九
月
十
三
日
（
金
）　

　

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ

○
中
越
地
区　

十
月
八
日
（
火
）　

　

燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

○
下
越
地
区　

十
月
四
日
（
金
）　

　

両
津
小
学
校
他　

荒
天
の
た
め
中
止

二
　
関
ブ
ロ
千
葉
大
会

　

六
月
十
三
日
（
木
）
～
十
四
日
（
金
）

載
し
、
さ
ら
に
、
各
会
員
か
ら
は
「
郷
土
風

土
記
」「
郡
市
・
政
令
指
定
都
市
だ
よ
り
」「
学

校
紹
介
」
を
執
筆
い
た
だ
い
た
。

三
　
調
査
研
究
活
動
報
告
書

　

県
小
学
校
長
会
の
四
つ
の
専
門
部(

対
策
・

福
利
・
研
修
・
広
報)

の
活
動
概
要
と
調
査

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
報
告
書
と
し
て
一

月
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
も

調
査
の
見
直
し
を
行
い
、
改
善
や
要
望
に
資

す
る
内
容
を
厳
選
し
、
新
た
な
視
点
を
含
め

て
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

 

「
主
な
活
動
・
大
会
記
録
」｢

校
長
会
報｣

の
掲
載
に
加
え
、
各
学
校
の
Ｈ
Ｐ
リ
ン
ク
等

の
更
新
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
改
善
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
会
報
等
へ
の
掲

載
に
よ
り
、
活
用
の
利
便
性
が
高
ま
る
よ
う

努
め
た
。

五
　
全
連
小
広
報
部
と
の
連
携

　

｢

小
学
校
時
報｣

の
執
筆
は
、
上
・
中
・

下
越
・
新
潟
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

推
薦
し
た
。
ま
た
、Ｈ
Ｐ「
特
色
あ
る
学
校
」

に
は
、
新
た
に
大
手
町
小
、
村
上
・
保
内
小
、

宮
内
小
、
上
所
小
を
推
薦
し
、
加
え
て
、
今

年
度
は
「
全
国
特
色
あ
る
研
究
校
便
覧
」「
教

育
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
へ
の
寄
稿
も
行
っ
た
。�

�
(

村
上
・
岩
船　

村
上
小
学
校)

　

千
葉
県
文
化
会
館
他　

四
十
六
名
が
参
加

三
　
全
連
小
秋
田
大
会

　

十
月
十
七
日
（
木
）
～
十
八
日
（
金
）

　

秋
田
県
立
武
道
館
他　

四
十
六
名
が
参
加

四
　
委
員
会
活
動

○
教
育
課
程
委
員
会

　

教
育
課
程
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
か
ら
現
状
と
課
題
を
分
析

し
、
改
善
・
充
実
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
。

○
生
徒
指
導
委
員
会

　

生
徒
指
導
力
向
上
の
た
め
の
課
題
及
び
携

帯
ゲ
ー
ム
等
に
か
か
わ
る
対
応
、
効
果
に
つ

い
て
調
査
し
、
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
。

○
同
和
教
育
委
員
会

　

県
同
和
教
育
研
究
集
会
（
上
越
市
）、
部

落
解
放
新
潟
県
研
究
集
会
（
村
上
市
）、
全

国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会(
三
重
県
津

市
他)

等
各
種
大
会
に
参
加
し
て
研
修
を
深

め
た
。

五
　
新
研
究
主
題
の
策
定

　

令
和
二
年
度
よ
り
全
連
小
の
研
究
主
題
が

新
し
く
な
る
に
伴
い
、
研
修
部
理
事
で
原
案

を
作
成
し
、
本
部
会
、
理
事
会
、
評
議
員
会

に
諮
り
了
承
を
得
た
。

「
未
来
を
拓
く
知
を
磨
き　

と
も
に
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
」

�

（
上
越　

直
江
津
小
学
校
）
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郡 市
政令指定都市
だ よ り

学校紹介

に
基
づ
く
授
業
参
観
の
他
、
外
部
講
師
を
招

い
て
の
研
修
も
行
う
。
今
年
度
は
、
人
権
・

同
和
教
育
と
年
金
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の

講
義
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
に
テ
ー
マ

は
、
不
易
流
行
を
織
り
交
ぜ
多
岐
に
わ
た
る
。

さ
ら
に
年
間
一
回
、
事
業
所
等
へ
の
訪
問
を

含
む
地
域
巡
検
を
行
い
、
次
代
の
小
千
谷
市

を
担
う
子
ど
も
を
預
か
る
立
場
と
し
て
、
自

然
環
境
や
史
跡
、
地
場
産
業
に
も
目
を
向
け

る
機
会
を
持
ち
、
見
聞
を
広
め
て
い
る
。

二
　
幼
保
・
中
学
校
と
の
連
携

　

幼
保
小
中
の
連
携
と
し
て
、
各
中
学
校
区

で
年
に
数
回
の
園
長
校
長
会
議
を
実
施
す
る

他
、
中
学
・
総
合
支
援
学
校
長
も
含
め
た
校

長
会
を
持
ち
、
市
教
研
の
運
営
協
議
や
諸
々

の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
山
本

山
会
」
と
称
し
て
宿
泊
研
修
を
年
一
回
行
い
、

研
鑽
と
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　

当
会
は
小
規
模
な
分
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
さ
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
あ
る
。
そ

こ
に
市
当
局
の
強
力
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
さ

ら
に
力
強
く
突
き
進
む
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
も
強

固
な
ス
ク
ラ
ム
で
、
令
和

の
時
代
の
教
育
に
当
た
っ

て
い
き
た
い
。�（
東
山
小
学
校　

丸
山
祐
介
）

　

雄
大
な
信
濃
川
の
流
れ
と
山
々
の
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
小
千
谷
市
は
、
錦
鯉
の
養

殖
や
小
千
谷
縮(

ち
ぢ
み)
を
は
じ
め
、
片
貝

花
火
、
牛
の
角
突
き
、
風
船
一
揆
な
ど
、
県

内
は
も
と
よ
り
全
国
・
世
界
か
ら
注
目
を
集

め
る
多
く
の
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
。

ま
た
戊
辰
・
小
千
谷
談
判
の
場
と
な
っ
た
慈

眼
寺
な
ど
史
跡
、
旧
跡
も
多
く
、
歴
史
上
の

魅
力
も
あ
る
。

　

小
千
谷
縮
の
よ
う
に
「
た
て
糸
（
学
校
）

と
よ
こ
糸
（
家
庭
・
地
域
）」
が
織
り
な
す

小
千
谷
の
ひ
と
づ
く
り
」
と
し
て
、市
は
「
お

ぢ
や
っ
子
教
育
プ
ラ
ン
」
の
中
で
知
・
徳
・

体
に
加
え
て
「
ふ
る
さ
と
夢
づ
く
り
」
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
る
。
学
校
は
「
ふ
る
さ
と

小
千
谷
に
誇
り
を
も
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
進

む
礎
を
築
く
」
役
割
を
担
い
、
八
名
で
構
成

す
る
小
学
校
長
会
は
定
例
会
・
研
修
会
を
通

じ
て
研
鑽
を
深
め
て
い
る
。

一
　
小
学
校
経
営
研
修
会
の
実
施

　

定
例
校
長
会
等
と
は
別
に
、
年
間
八
回
の

日
程
で
小
学
校
経
営
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

毎
回
、
市
教
育
委
員
会
指
導
の
後
、
研
修
と

情
報
交
換
、
会
場
校
の
授
業
参
観
・
校
舎
巡

り
を
行
う
。
研
修
の
内
容
と
し
て
は
、
各
校

の
経
営
方
針
や
県
小
校
長
会
研
究
集
会
の
レ

ポ
ー
ト
発
表
・
検
討
、
学
習
指
導
改
善
調
査

小
千
谷
市
小
学
校
長
会

新
し
い
学
校
：
新
築
し
た
校
舎
に
平
成
二
十

九
年
度
に
移
転
し
、
校
名
を
井
口
小
学
校
か

ら
湯
之
谷
小
学
校
に
改
め
、
三
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
や
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
完
備

さ
れ
、
人
感
セ
ン
サ
ー
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が

点
灯
、
手
を
差
し
出
す
と
水
が
出
る
な
ど
最

新
の
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚
沼

杉
が
豊
富
に
使
用
さ
れ
、
木
の
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
や
広

い
廊
下
は
、
光
が
ふ
ん
だ
ん
に
差
し
込
み
、

開
放
感
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

生
湯
之
谷
小
学
校
は
、
新
し
い
校
舎
で
新
し

い
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

教
育
実
践
の
基
盤
：
授
業
を
中
核
と
す
る
教

育
実
践
の
成
果
は
、
左
図
の
よ
う
に
学
級
・

学
年
・
学
校
・
地
域
と
い
う
下
位
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
状
態
に
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
す
。

そ
こ
で
、
教
育
実
践
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、

学
校
体
制
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
学
級
集
団
づ
く
り
に
重
点
を

お
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

特
徴
的
な
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
：
連
続
性
の
あ
る

多
様
な
学
び
の
場
の

一
つ
と
し
て
、
多
層
指

導
モ
デ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｍ
を
活

用
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
、
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

に
よ
る
読
み
の
練
習
を

進
め
て
い
ま
す
。
朝
読

書
の
時
間
に
、
希
望
者

は
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
を
活
用
で
き
る
環
境
と
手
続

き
を
整
え
ま
し
た
。
音
声
と
シ
ン
ク
ロ
し
て

反
転
す
る
文
字
を
追
っ
て
音
読
練
習
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
の
読
み
の
力
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
使
用

し
て
枠
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

学
級
集
団
づ
く
り
：
今
年
度
、
魚
沼
市
の
指

定
を
受
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｑ
Ｕ（
ウ
ェ
エ
ブ
版
Ｑ
Ｕ
）

を
活
用
し
た
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童

は
、
こ
れ
ま
で
の
紙
ベ
ー
ス
に
替
わ
っ
て
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
ま
す
。
調
査
終
了
と
同
時
に
結
果
が
出

る
た
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
学
級
集
団
や
個

別
の
状
態
把
握
と
即
時
対
応
が
可
能
で
す
。

生
徒
指
導
面
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
実
質
化
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が

提
供
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学
級
の
状
態
に
即

し
た
授
業
改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。�

�

（
伊
佐　

貢
一
）

魚
沼
市
立
湯
之
谷
小
学
校

新
し
い
校
舎
で
進
め
る
新
し
い
学
校
づ
く
り

「
自
ら
考
え 

心
豊
か
に 

た
く
ま
し
く
生
き
る

 

小
千
谷
の
子
ど
も
」
の
育
成


